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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
以
下
コ
ロ
ナ
）
に
翻
弄
さ
れ

た
一
年
半
。
寝
る
時
間
も
惜
し
ん
で
政
策
作
り
に
心
血
を

注
ぐ
議
員
は
少
な
く
な
い
。
議
員
た
ち
は
何
を
思
い
、
ど

の
よ
う
な
未
来
を
見
据
え
て
い
る
の
か
。
多
く
の
政
策
を

手
掛
け
る
大
野
敬
太
郎
支
部
長
に
活
動
内
容
を
聞
い
た
。 

 

■
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
で
思
う
こ
と
は
？ 

◇
医
療
機
関
や
自
治
体
な
ど
、
現
場
で
闘
っ
て
い
る
皆
さ

ま
に
心
か
ら
感
謝
と
ご
慰
労
を
申
し
上
げ
た
い
。
一
方
で
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
多
く
の
方
か
ら
生
活
や
感
染
の
不
安

を
聞
く
。
収
束
に
向
け
不
退
転
の
覚
悟
だ
。 
 

■
コ
ロ
ナ
禍
で
何
を
し
て
い
た
？ 

◇
帰
郷
が
な
か
な
か
で
き
な
か
っ
た
分
、
週
末
と
平
日
夕

刻
以
降
の
時
間
を
コ
ロ
ナ
対
策
の
政
策
立
案
に
充
て
た
。

コ
ロ
ナ
以
外
の
政
策
課
題
も
多
い
た
め
、
貴
重
で
あ
っ
た
。 

 

■
議
員
の
活
動
が
見
え
な
い
と
聞
く
が
。 

◇
対
面
の
国
政
報
告
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
ネ
ッ
ト
な

ど
他
の
手
段
を
積
極
活
用
し
た
が
、
十
分
で
き
て
い
な
い

の
は
事
実
だ
。
未
だ
手
探
り
状
態
だ
が
努
力
し
た
い
。 

 

■
改
め
て
国
会
議
員
の
仕
事
と
は
？  

◇
社
会
を
良
く
し
て
い
く
真
心
の
政
策
作
り
だ
。
大
臣
な

ど
政
府
職
は
強
大
な
権
限
を
持
つ
が
基
本
的
に
政
策
を

実
行
す
る
側
だ
。
党
職
は
政
策
を
作
る
側
だ
。
通
常
は
、

党
の
関
係
会
議
に
て
広
く
国
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
集

約
し
、
会
議
役
員
が
政
策
の
基
本
設
計
を
行
う
。 

 

■
多
く
の
事
務
局
職
を
務
め
る
が
ど
の
よ
う
な
仕
事
？ 

◇
役
員
の
一
人
で
政
策
を
書
き
上
げ
る
役
割
だ
。
意
見
を

集
約
し
て
骨
子
を
書
き
、
そ
れ
で
も
意
見
が
対
立
す
れ
ば

調
整
し
、
予
算
が
必
要
な
ら
当
局
と
折
衝
し
、
抵
抗
す
る

省
庁
が
あ
れ
ば
掛
け
合
い
、
公
党
の
提
言
と
し
て
政
府
に

申
し
入
れ
る
。
そ
し
て
国
が
動
い
て
い
く
。
醍
醐
味
だ
。 

 

■
具
体
的
な
活
動
内
容
を
示
し
て
欲
し
い
。 

◇
詳
細
は
後
述
す
る
が
（
下
記
議
員
活
動
①
～
⑨
）、
大
ま

か
に
言
え
ば
、
コ
ロ
ナ
に
直
接
関
わ
る
政
策
が
半
分
、
残

り
半
分
が
中
国
の
台
頭
で
加
速
す
る
国
際
秩
序
劣
化
に

対
処
す
る
た
め
の
政
策
と
、
地
方
目
線
で
コ
ロ
ナ
禍
の
将

来
不
安
の
声
に
寄
り
添
い
応
え
る
地
方
創
生
の
政
策
だ
。 

 

■
も
っ
と
実
績
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
ら
ど
う
か
？ 

◇
他
者
の
努
力
を
自
ら
の
実
績
だ
と
主
張
す
る
人
も
い

る
。
ア
ピ
ー
ル
よ
り
世
の
た
め
人
の
た
め
中
身
で
勝
負
し

た
い
。
中
身
も
ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
。
作
家
の
塩
野
七
生

さ
ん
は
、
為
政
者
た
る
も
の
自
分
の
魂
を
悪
魔
に
売
っ
て

で
も
国
民
を
天
国
に
送
り
届
け
る
だ
け
の
気
概
が
必
要

だ
と
喝
破
し
た
。
国
民
の
魂
を
悪
魔
に
売
っ
て
天
国
に
昇

ろ
う
（
選
挙
）
と
す
る
の
は
政
治
屋
だ
。
た
だ
、
言
わ
な

い
と
伝
わ
ら
な
い
。
伝
え
る
努
力
を
し
た
い
。 

   
 

コロナで国産ワクチン開発が遅れたことを教訓に、医薬品の開発・生産体
制強化を提言。研究開発資金調達、治験環境整備、有事の薬事承認制度創
設、設備投資支援や生産後の政府買い上げなど、日本の創薬力の国際競争
力を強化し、製薬事業者が積極的に医薬品開発に取り組める体制整備を
提言し、政府に採用・実行されている。 

官邸WEB 大野WEB  日経    産経     毎日   四国 

プロジェクトチーム 
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時事問題や政治動向を大野独自の視点でい

ち早く不定期で皆様にメールニュースとしてお

届けしております。入退会は自由で、もちろん無

料です。詳しくは WEB か事務所まで。 

西讃地域は太宝会、中讃地域は大志会として、

地域や日本のあるべき姿をご来場いただいた皆

様と共に議論する会です。奮ってご入会ご参加

ください。詳しくは WEBか事務所まで。 

ポスター掲示や新聞配布等につき、地域でお

世話頂ける方を募集中です。また会費制の

ForumK 正規会員を随時募集中です（入会申込

書有り）。詳しくは WEB か事務所まで。 

コロナ対策まとめサイト https://keitaro-ohno.com/corona 

厚労省  大野WEB 

最重要事項は迅速的確な状況把握と情報提供だ。ワクチンを迅速か
つ安定的に供給する運用方法と共に、全国の接種状況を迅速に把
握・発信し国民の皆さまに安心をお届けする運用方法を政府に提言
し、政府のワクチン記録システム 
の構築に貢献した。 

台頭する中国の影響で、台湾はワクチン調
達もＷＨＯなど国際機関の加盟もできず、
台湾との外交関係を清算した国もあった。
党初の台湾との関係強化の政策を提言。 

国際調整なく開発を進める中国。国際秩
序安定化とそのための産業振興が必要
だ。同僚代議士と心血を注ぎ、米国などに
次ぎ世界で４番目の法整備を実現した。 

大野WEB  テレ朝   産経 

生活基盤としてのインフラの重要性は古代ローマの時代から変わ
らない。特に最近では老朽化対策が大きな課題だ（高度成長期に一
気に整備された）。観音寺市民会館、丸亀城石垣復旧、観音寺高速
インター、丸亀四街区整備、１１号線拡幅、その他橋梁や護岸な
ど、時間がかかるものもあるが、着実に整備を進めてきた。また、
コロナ対策では、市町が自由に使える地方創生臨時交付金の確保
に注力し、NPO などの持続化給付金対象化も実現した。 

豪雨のたびに決壊被害が相次ぐため池。地元の苦労も絶えない。た
め池整備促進の法制化検討を任され実現。また鳥インフルが猛威を
振るった。急遽、農林大臣に産業持続化と拡大防止を申し入れ、関
係団体の調整に奔走した。 

中国の台頭で技術覇権を巡る米中対立が激化。日本も対岸の火事では
済まされない。国内産業を守り伸ばす経済安全保障政策の立案に携わ
り政府に提言。また、コロナも含め危機事態の迅速かつ適切な政治判
断には学術的助言が欠かせない。日本を代表する学術機関である日本
学術会議はその役割を果たせていない。改 
革案を事務局としてまとめ政府に提言した。 

漁港漁場整備長期計画の改訂に当たり、まずは水産政策としてコロナ
の影響緩和策の拡充、持続可能な漁村として民間他業種と協調した事
業実施の重要性を指摘。漁協の経営基盤強化も、合併による合理化一
辺倒ではなく、規制改革と併せた生産者所得が増える施策を求めた。 

農林省  大野WEB  毎日   四国 

自民党  NHK  自民党   毎日 

プロジェクトチーム 

自民党   NHK   日経    CSIS 

ひっ迫する病床を地方自治体が遅滞なく円滑に状況に合わせて確保
できるよう具体的対策を立案し、現在全国で実施されている。また、
危機管理体制の在り方についても改善提言を行った。写真は現法相
の上川陽子 PT座長と現厚労 
相の田村憲久本部座長。 

丸亀事務所：〒763-0082 香川県丸亀市土器町東 1-129-2 / 観音寺事務所：〒768-0022香川県観音寺市本大町 1797-2 

政府 CIO  大野ＷＥＢ  朝日 

水産経済新聞 


